
神戸中部支部 西播支部

　神戸中部支部では、昨年度より新型コロナウィルス感染症の影響により地域での活
動を見合わせていましたが、令和3年度は2か所の拠点と、出前隊1か所で活動が再開
できました。その様子をご紹介します。

　北区保健センター主催の結核健診時に骨密度と
血管年齢の測定を行いました。緊急事態宣言が解除
され、新型コロナウィルス感染者数の少ない11月に
感染対策に留意し実施しました。特に血管年齢測定
が人気で、実年齢との差に興味を持たれていました。
骨密度測定では、低値の方には受診勧奨や日常生活
での工夫点などをお伝えし、ご自宅でも取り組んで
いただけるよう声をかけていきました。42名の方が
参加され、中には「まちの保健室」の再開を楽しみに
していたという声もあり、とても嬉しく感じました。ボ
ランティアスタッフにとって、地域の方の健康への思
いをきくことができる貴重な時間でした。

出前隊　甲栄台結核ハイリスク者健診

　令和2年3月以降、新型コロナウイルスの発生により「まちの保健室」活動はできませ
んでした。
　感染状況を見極めできることを計画しても、中止となることがほとんどでしたが、で
きることを粛々と準備し、やっと2年越しの西播支部「まちの保健室研修会」を開催する
ことができ、34名の参加がありました。

 ACPの講演の後に、グループワークで実際に
患者と看護師役で患者の思いを聞く場面を設
定し、ロールプレイを行いました。ACPは結果
ではなく、プロセスが大事ということがよくわ
かりました。患者さんやご家族の意思を尊重
して看護を行っていくには、繰り返し話し合っ
ていくことが大切なのだと感じました。

 グループメンバーは、リーダー層が多く短
い時間でコミュニケーションスキルを学ぶこ
とができました。ACPは日々のケアの積み重
ねであることがわかり、グループの皆さんの
現場での体験を共感できました。グループ
ワークは実体験の共有や、自身に置き換えて
自分の家族と考えてみようという意見も出
ました。　

「人生会議」アドバンス・ケア・プランニング患者の
 意向を尊重した意思決定支援

　世界的に流行しているコロナの影響で、この2年間は「まちの保健室」の開催されておりませんでし
た。しかし、令和3年11月10日に当院で開催された「世界糖尿病デーin川崎病院」に「まちの保健室」
がコラボレーションさせていただき開催することができました。
　感染状況を鑑みながら、規模を大きくしない、などの制約がある中で準備を行い、クラスターなども起
こすことなく、外来受診の患者や荷物を届けにきていた家族に声をお掛けし7名の相談を受けました。
コロナ禍の影響で普段の食生活や運動習慣などを伺
い、生活習慣を振り返るきっかけになったと思います。
　普段病気を抱えておられる患者としかお話しする機
会がない中で、健康に気をつかっておられる方のお話
を伺えたことで、参加したボランティアからは「こちらが
リフレッシュになった」との声もありました。開催者、参
加者ともにイベント自体が笑顔あふれる空間でした。
　早くコロナが終息し、このような機会が増える事を
祈ります。
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これからも地域に寄り添い　　　　　　　　　
フェーズ2に向けた「まちの保健室」活動を

　　　　　　　　　　　　　展開していきます！
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